
  

 

  

 こんにちは、なごみの部屋移送部です。今回は移送部農業部門、川西町大舟に有る、なごみ農園 

イチゴハウスのイチゴ栽培（トチオトメ）を紹介します。従来の定植は畝を立て直接地植えしており、害虫の食

害が頻発しておりました。また、作業方法でも地植えのため、労力も重なり大変なため植付け面を嵩上げし、

害虫対策と労力面も緩和できる様に栽培方法を変更しました。下記に栽培方法の変更点を画像を基に説

明します。 

 なごみの部屋農園イチゴハウスのご紹介 

（Φ22mm支柱） 

900mm 

300mm 

18000mm  (18M) 

（イチゴ苗定植コンテナ） （コンテナ設置ガイド角材） 

  1000mm         （黒マルチ敷設） （Φ22mm支柱） 

 防草シート 

※ 川西町大舟、なごみの部屋イチゴ 
ハウス上空写真、二棟有ります。 

右側A棟、左側B棟 

 
※ A棟ハウス、従来定植法（地植え） 
病害虫浸食の影響が出ます。 

 
※ B棟ハウス、新規嵩上げ定植法を考案取入れ、嵩上げ  
 材料を吟味し、設計施工を実施し定植に至りました。 

※ 堆肥、肥料、籾殻等を混ぜ込み、元気な苗に育つように 
  土造りを実施、定植コンテナに入れて植付け準備しました。 

※ B棟ハウス、害虫の浸食も減少し、甘味・酸味の丁度よく 
  美味しいイチゴが収穫されました。まだまだ課題山積ですが 
  一つひとつクリアーしより良い栽培を目指します。 
 

※ 単管、角材、コンテナ、マルチシートの組み合わせで骨
子を組立設置、いよいよ定植です。 


